
八
重
山
方
言
一
-
二
音
節
名
詞
の

ア
ク
セ
ン
ト
の
傾
向

昨
年
八
月 、

思
い
が
け
ず
「
早
大
八
重
山
学
術
調
査
団」

に
加
わ
っ
て
八

重
山
の
島
々
を
訪
れ
る
機
会
を
得
た
の
で 、

簡
単
に
報
告
さ
せ
て
頂
く 。

方
言
ア
ク
セ
ン
ト

調
査
地
は

表
A

に
示
し
た
十
四
か
所
で
代
表
さ
せ

る 。

例
え
ば
①
の
「
石
垣
島
登
野
城
・

石
垣」

は 、

石
垣
島
石
垣
市
「
字
登

野
城」

及
び
「
字
石
垣」

を 、

⑪
の
「
波
照
間
島」

は 、

島
内
の
「
前」

「
答申
茄」
「
名
石」
「
南」
「
北」

の
五
部
認
を
代
表
さ
せ
る 。

そ
れ
ぞ
れ
の

地
点
に
つ
い
て
は
時
図
を
参
照
し
て
頂
き
た
い

。

被
調
査
者
は
約
六
十
名 。

そ
の
氏
名・
年
令
等
は
こ
こ
で
は
省
略
す
る
が 、

両
親
と
も
に
そ
の
地
方
出
身
で 、

そ
の
土
地
で
生
れ
育
っ
た
四
・

五
十
才
以

上
の
方
々
を
中
心
に
調
査
を
行
っ
た 。

調
査
語
繋
は
次
に
示
す
一
・

二
音
節
名
詞
を
中
心
と
し 、

そ
の
他
時
間
の

許
す
か
ぎ
り
名
詞
・

動
詞
・

形
容
詞
な
ど
約
百
三
十
諸
に
つ
い
て
調
査
を
進

め
た 。二品目

節
名
詞

第
1

類
1

銭
・

牛
・

魚
・

風
・

口
・

腰
・

酒
・

袖
・

竹
・

棚
・

鼻
・

星

・
水

第
2
類
l

石
・

歌
・

立目
・

紙
・

川
・

夏
・

橋
・

人
・

昼
・

冬
・

胸

第
3
類
|

腕
・

雲
・

月
・

年
・

花
・

耳
・

山

第
4

類
|

息
・

海
・

今
日
・

極
・

箸
・

船

第
5

類
l

汗
・

雨
・

梢
・

影
・

婿
(
注
1)

一
音
節
名
詞

第
1

類
|

血・
帆

第
2
類
|

名
・

葉

第
3
類
|

木
・

巣
・

回
・

手
・

菜
・

火
・

穂
・
目

一
方
言
に
被
調
査
者
一
名
と
い
う
資
料
と
し
て
甚
だ
不
完
全
な
も
の
も
あ

る
が 、
一
応
そ
の
ア
ク
セ
ン
ト

の
傾
向
を
述
べ
て
み
よ
う
と
思
う 。
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上
村
幸
雄
氏
に
よ
れ
ば 、

琉
球
諸
方
言
の
ア
ク
セ
ン
ト

は
次
の
よ
う
に
分

類
さ
れ
る
。

(
注
2
U

「
一

音
節
名
詞
・

《
1
・
2
類
X
3

類
》

J
の
よ
う
に
分
か
れ

戸
二
音
節
名
詞・
(
1
・
2
類
X
3

類
ヌ
4
・
5
類
て
る
方
言
-

・
:
I

「
一

音
節
名
詞・
:

《
1
・
2
類
X
3

類
出

〕
の
よ
う
に
分
か
れ
る

戸
二
音
節
名
詞

《
1
・
2
類
ス
3
・
4
・
5
類
芝
方
言
:

:
:
:
;
:

E

「
一

音
節
名
詞
・

(
1
・
2
・
3

類
》

〕
の
よ
う
に
分
か
れ
る

「
二
音
節
名
詞
:

(
l
・
2
・
3

類
X
4
・
5
類
芝
方
言
j
i--
:
:・
:

E

「
一

音
節
名
詞
:

(
1
・
2
・
3

類
》

J
の
よ
う
に
型
を
区
別
し

F
二
音
節
名
詞・
《
1
・
2
・
3
・
4
・
5
類
て
な
い
方
言
j
i--
:
:

w

八
重
山
諸
方
言
ア
ク
セ
ン
ト
も 、

私
の
調
査
し
た
限
り
で
は
こ
の
分
類
に

あ
て
は
め
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

八
重
山
ア
ク
セ
ン
ト

の
大
部
分
は
E

の
裂
の
変
種
で
あ
り 、

そ
の
他
は
W
の
型
(
一

型
ア
ク
セ
シ
ト)

及
び 、

刊

に
近
づ
き
つ
つ
あ
る
型
(
あ
い
ま
い
ア
ク
セ
ン
ト)

が
み
ら
れ
る
ば
か
り
で

あ
っ

た
。

こ
の
内 、

E
の
型
を 、
「
ど
の
類
に
タ
キ
が
あ
る
か
ど
う
か
」
「
ど
の
よ
う

に
し
て
弁
別
さ
れ
る
か
」 、

な
ど
に
よ
っ
て
大.
さ
つ
ぱ
に
分
類
し
て
み
る
と 、

「
E
」
「
E
」
「
E
」

の
三
種
類
に
分
け
る
と
と
が
で
を
そ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
八
重
山
ア
ク
セ
ン
ト

は 、

E
-

E
・

E
-

w
の
四
種
類
に
大
別
す

る
こ
と
が
で
き
る 。
こ
れ
を
ま
と
め
る
と
表
A
B
の
よ
う
に
な
る。
(
注
3
I
6
)



八重山方言一・二音節名詞のアクセγトの傾向
〔表A) 一・ニ音節名詞のアクセント対照表

類別 1 ・ 2 m 1 3 m 1 4・5
語例

1
「
・

帆
2
J
類

「名JI語例「
3
木J

類
「回」 種 類 別方言名 語例「 風H

類
橋J 1語例「花

類
Jf 年 JI語例「息H

類
影」

①I石?垣月ス島タ イシタキ登野城・石主百 .0-・0.6. -・-..企 -・-・・血 〆・戸『o、-・〆F0『、ム .〆戸『.、~ 〆.F『.、A 

@I石商島主桑蓋 ・・~・・企 .0-...6. .0-・・ム ・/一・、-・/一・、
a ・〆直町0、~・〆ーー・、A 

間I N 平副
@I N 英 語
⑤1 N 
⑥I N 

⑦l 
防l竹富島

⑬|薪命話

宮 良
シラ ホ

白 保

川平

�I長話両島
⑫|議両島
刊誌面島通話

ヒ カワN 比JII

型 ア ク セ l ン ト r
・

-
0

、、 ・f『 0、 1(.0 - ムヨ
.

0
-・0ム ・・-・・畠 -・-・・企 〆・ー(3、-・〆戸(3、ム ・f・-、、-・，--.・、

a 

.0-・0ム
-

. .
0 ・

..
0 ムム

1類・0-・0.6..‘・.‘・‘・‘・“‘・ 一色轟轟+ ー 一
2類・・-・・A

-・-・・A

..-.. ... 

-・-・・畠

..-.. ... 

-・-・・... 

-・-・・A

-・-・・... 

-・-・・A -f-o、-f・- Oー、 A .，p
.-、、~.，F』.、、A 

-・-・・... ・〆戸『0、-・〆'ー0、ム 〆.p- .、~f ・-・、、 A 

-・-・・A
.

〆・f'「『0
.

、、- 〆・f
.

'『-0
.

、
、
ム
ム

.〆'ー
.
、 、~.

fー.ヘ... 

-・-・・ム ・〆ー『・、-・r-・、
a ・�・-・�・A

..ム 〆-
ーー
・

、、- 〆・-・、ム るe-
〆
安
.

戸
『

安
.

、
4A 
h -・-

.. ... 
型 ア ク セ y ト ・〆「 ・ ・�・Ac・・ - ・・.6.) (..-...6.1 

.0-・0.6. -・-・・企 -・-・・... /・
ーー o、- 〆・'『 O、A r・『・、- ，・-・、、 ... 

..-.. ... 00-...6. 00-...6. 〆・戸『・、- 〆・-・、A 0〆'ー
0
、、~・...-・、A 

-・-・・4‘ 00-00.6. 0
-

0
0o

0
~
-

-0O0 
OA 

�g�J 
r・- ・、- 〆・- ・、A 

E・
0〆

f戸一0
0
、

、
、

、
-

・

〆O〆Fー『O
0
『、 、A 

A
3 

-・-・・A 00-00.6. 00-00ム r・F・h、 -〆・'ー・、 A c 〆of
・

FF
『

『o0

、
、
- 〆

O

・�
、

、

A 
A3 

[， 

[， 

N 

[， 

[， 

[， 

[，→N 

[， 

([，→)N 

N 

[， 

[， 

[. 

[. 

〔表B) ア ク セ ントの類別表
(注4-6)

音節 語| 一音節語
の種類別 方 言 名 1・2類|山類 1・2類| 3類

① 石垣島登野城・石垣
④ N 大浜

II， ⑤ N 宮良 下降型 平ら型 下降型 平ら型
⑥ H 白保

IIz | 平ら型 | 下降型 | 叫 l 下降型③ 竹富島
⑬ 与那国島祖納

II3 ⑬ 、、 比JII 高平ら型 低平ら型 高平ら型 低平ら型
(⑫ 鳩間島)
③ 石垣島平得

W ⑬ 新城島 一型アクセント(型を区別しないもの〕
(⑨黒島)
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表
A
-
B
に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
き
た
い 。

E
の
型
の
グ
ル
ー

プ

(注7〉

こ
れ
は
沖
縄
島
「
新
星」

と
全
く
同
じ
ア
ク
セ
ン
ト

の
裂
で
あ
る 。

今
度
の
調
査
で
は 、

石
垣
島
「
登
野
城」
・

「
同
石
垣」
・

「
同
大
浜」

及
び

「
波
照
間
島」

が
は
っ
き
り
し
た
裂
を
示
し
て
い
る 。

E
の
う
ち
で
も
こ
の

L
を
代
表
す
る
登
野
城
方
言
の
型
が 、

八
重
山
方
言
中
も
っ
と
も
基
本
的
な

(
注
8

〉

型
と
い
え
よ
う 。

金
回
一
春
彦
氏
は 、

「
E
の
方
言
は
I
の
方一
言
の
祖
形
か

注
(
8

)

ら
変
化
を
お
こ
し
て
で
き
た
も
の」

と
言
わ
れ
て
お
ら
れ
る 。

同
様
に
し
て

八
重
山
で
も 、

L
の
う
ち
「
白
保」
「
川
平」

な
ど 、

二
音
節
名
詞
1
・
2

類
は
・
o
l

・
o
a
型
か
ら
更
に
・
・
ー

・
・
ム
型
に
移
り
つ
つ
あ
る
も
の

と
い
え
よ
う 。
「
川
平」

は
も
は
や
あ
い
ま
い
ア
ク
セ
シ
ト

の
よ
う
に
思
わ

れ
る 。「
宮
良」

も
相
当
に
裂
が
〈

ず
れ
て
き
て
い
る 。

上
村
氏
の
前
記
の
報

告
か
ら
解
釈
す
れ
ば
「
小
浜
島」
「
西
表
島
古
見」
も
更
に
E
に
含
め
る
こ
と

が
で
ぎ
る 。

E
の
型
の
グ
ル
ー

プ

石
垣
島
「
真
栄
里」

で
は
二
音
節
名
詞
1
・
2
類
は
平
ら
型
に 、

3
・
4

・
5

類
は
す
べ
て
最
後
の
一
モ
l

ラ
だ
け
低
い
下
降
型(〔
石
」

ヨ白〕
〔
E
B白」

戸注UJ)

円吉〕
〔』白
ヨ白
ロ
ロ」
仏
巳〕
の
よ
う
に)
聞
こ
え
る 。
「
真
栄
里」

と
「
竹
寄
島」

で
は 、

二
品目
節
名
詞
3
・
4
・
5

類
の
型
が
多
少
異
な
る
が 、

・
o
l

-
­

ム
(
真
栄
塁)〉

・
・
ー

・
・
ム
(
竹
富
島)

の
よ
う
な
変
化
を
し
た
か
と

思
わ
れ
る 。

更
に
「
黒
島」
で
は
・
・
ー

・
・
ム〉

・
・
1

・
・
a
へ
の
過

程
を
た
ど
り 、

ー
・
2
類
と
の
区
別
が
な
く
な
り
一
型
ア
ク
セ
ン
ト

に
近
付

き
つ
つ
あ
る
と
考
え
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か 。

E
m叫
型
の
グ
ル
ー

プ

124， 

(
注
日
〉

「
与
那
国
島」

は
ま
こ
と
に
解
釈
し
に
く
い 。

上
村
氏
・

柴
田
武
氏
は
と

も
に
「
祖
内」

の
二
音
節
名
詞
第
3
類
を
第
4
・
5

類
と
切
り
は
な
し
て
考

え
て
お
ら
れ
る 。

上
村
氏
は
「
組
内」

を
I
の
裂
に
含
め
て
お
ら
れ
る 。

柴

田
氏
は 、

は
じ
め
1
・
2
類
を
平
ら
調 、

3
・
4
・
5
類
を
さ
が
り
調
と
さ

れ
て
い
る
が 、

末
尾
の
付
記
で
「
さ
が
り
調
が
最
初
を
高
く

始
め
る
の
に
対

し 、

第
3
の
型
は
低
く

始
め
る 。

そ
の
点
で
区
別
さ
れ
る」

と
訂
正
さ
れ
て

い
る 。

し
か
し
与
那
国
島
「
北
川」

な
ど
か
ら
考
え
る
と 、

3
類
と
4
・
5

類
を
分
け
る
必
要
は
な
さ
そ
う
に
思
っ
た 。
こ
こ
で
は
金
田
一
春
彦
氏
の
御

意
見
に
従
っ
て
表
記
し
た 。

な
お
「
柏崎
間
島」

の
二
音
節
名
詞
l
・
2
類

と 、

3
・
4
・
5

類 、
一
音
節
名
詞
1
・
2
類
と
3
類
は 、

単
独
で
は
「
高

い
平
ら」「
低
い
平
ら」
の
区
別
が
あ
る
た
め
L
に
含
め
た
が
疑
問
で
あ
る 。

WH
の
型
の
グ
ル
ー

プ

石
垣
島
「
平
得」

及
び
「
新
城
島」

は
一
応
一
型
ア
ク
セ
ン
ト
と
考
え

た 。
「
黒
島」

は
か
な
り
一
型
に
近
い
あ
い
ま
い
ア
ク
セ
ン
ト 、

「
川
平」

は

L
か
ら
W
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
型
と
考
え
る 。

以
上 、
一
々
の
語
集
に
つ
い
て
の
詳
細
は
省
略
し
た 。

く
わ
し
く
は
再
調

査
の
上 、

稿
を
改
め
て
報
告
し
た
い
と
思
う 。

注
1

上
村
氏
に
よ
れ
ば
第
5
類
の

「
汗
」
「
雨
」

は
、

終
始
第
3

類
と
行

動
を
共
に
す
る
。

|
「
琉
球
諸
方
言
に
お
け
る
「
1
・

2
音
節
名
詞
」

の

ア
ク
セ
γ
ト
の
概
観
(
こ
と
ば
の
研
究
一

三
九
ベ
)
」

「
注
1
」

の
一

ニ
ニ
ベ

-、
企
は一口向
い
音
節
を、
0、

ム
は
低
い
音
節
を
示
す
0

・、

O
は
名

2 3 



詞
の
一

音
節
を、
企、

ム
は
助
詞
の
一
耳
目
節
を
あ
ら
わ
ず
。
(

め
た
も
の
は
ニ
モ
l
ラ
分
に
の
び
た
一

音
節
を
あ
ら
わ
す
。

4

ニ
音
節
名
詞
の
う
ち
、

「
蟻
」
「
川」
「
桶
」
「
雨
」

等、

第
一

音
節
が

延
び
る
場
含
が
し
ば
し
ば
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
示
さ
な
か
っ
た
。

5

け
内
は
、

音
声
学
的
に
は
そ
の
よ
う
に
聞
こ
え
る
と
思
わ
れ
る
型
を

一

応
示
し
て
お
い
た
0

6

古
く
「
波
照
間
島」

よ
り
「
白
保
」

へ
、

「
小
浜
島」

よ
り
「
宮
良
」

へ
、

「
黒
鳥」

よ
り

「
真
栄
塁
」

へ
、

相
当
数
の
移
住
が
あ
っ
た
。

7

上
村
氏
1
注
(
1

ど

に
よ
る
。

8

「
登
野
城」

の
下
降
型
ア
ク
セ
ジ
ト
に
つ
い

て

は
、

上
村
氏
は

「

注
1
」

で

・
o
t
-
-
ム
型
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、

平

山
輝
男
博
士
は
「
ア
ク
セ
ジ
ト
か
ら
観
た
琉
球
方
言
の

系
統
」
(
方
言

第
七
巻
第
六
号
六
一
・へ
)

で
次
の
よ
う
に
い
わ
れ

て

い
る
。
「
(
「
板
」

「
首
」
「
腰
」
「
羽
」
「
赤」

の
類)

等
は
、

第
一

音
節
に
ア
ク
セ
y
ト
の

山
が
き、

助
詞
が
つ
く
と
山
の
位
置
に
は
変
化
は
な
い
が、

只
第
二
音

節
が
梢
々

高
ま
っ
て
第
一

音
節
に
近
づ
く
傾
向
が
あ
る
」
。

9

「
ア
ク
セ
シ
ト
か
ら
見
た
琉
球
語
諸
方
言
の
系
統
」

七
五
l
七
七
ベ

(
東
京
外
語
大
学
論
集
七
所
収)

叩

但
し、

服
郎
四
郎
博
士
は
、

第
四
種
ア
ク
セ
y
ト
(
一

型
ア
ク
セ
y

ト)

と
い
わ
れ
る
。
「
奄
美
群
島
の
諸
方
言
に
つ
い
て
」
(
日
本
語
の
系

統
二
七
九
ベ
)

日

「
琉
球
与
那
国
島
方
言
の
音
韻
(
こ
と
ほ
の
研
究
一

二
0・へ
)
」

O
訂正
ll地
図の
中で
「白
帆」
は
「白
保」
の
誤

(
秋
永一
枝)

で
ま
と




